
 

講座名（専門科目名） 生化学・分子生物学（遺伝学） 教 授 氏 名 吉森 保 

学生への指導方針 
日本が世界をリードする本分野のトップレベルの研究に携わることにより、基礎研究の醍醐

味を味わいながら医学の発展を目指して貰う。 

学生に対する要望 
まだ誰も知らないことを発見しようと言う知的好奇心と高いモチベーションを持った人を

望みます。 

問 合 せ 先 

(Tel) 06－6879－3588 

担 当 者 吉森 保 
(Email)  tamyoshi@fbs.osaka-u.ac.jp 

その他出願にあたって

の注意事項等 
 

 

（以下教室紹介） 

 

研    究    内    容 

1. オートファジーの分子機構、とりわけオートファゴソーム膜新生のメカニズムの解明 

2. 選択的オートファジーによる病原体や損傷オルガネラなどの除去機構の研究 

3. がん、２型糖尿病、神経変性疾患などの病態におけるオートファジーの役割の解析 

4. ３の疾患治療を目指したオートファジー制御剤の開発 
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